
「NHKドラマ・ガイド  連続テレビ小説 虎に翼  Part１」PR掲載より



＊NHK連続テレビ小説｢虎に翼｣ の主人公のモデルは三淵嘉子さん。日本初の女性弁護士のひとりで、のちに裁判官になりました。
現在も、弁護士を一定期間経験したあとに裁判官や検察官になる｢弁護士任官制度｣があります。

律
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
を
防
い
だ
り
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

才
能
を
守
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、
ゲ
ー

ム
業
界
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
自
動
車
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
自
分
が
興
味
や
関
心
を
も
つ
分

野
に
携
わ
り
、
あ
な
た
の〝
好
き
〟を
生

か
せ
る
の
が
弁
護
士
と
い
う
仕
事
で
す
。

　
弁
護
士
の
職
場
は
法
律
事
務
所
や
裁

判
所
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
働
き
方

の
ス
タ
イ
ル
や
フ
ィ
ー
ル
ド
も
、
時
代

の
変
化
と
と
も
に
多
様
に
な
っ
て
い
ま

す
。
上
図
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
組

織
や
場
所
で
働
く
弁
護
士
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
弁
護
士
か
ら
裁
判

官
や
検
察
官
に
な
っ
て
活
躍
す
る
人
も

い
ま
す
＊
。

　
働
く
場
所
が
違
っ
て
も
共
通
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
会
社
や
団
体
、

人
の「
権
利
」を
扱
う
と
い
う
こ
と
。
権

利
を
守
り
、
社
会
正
義
を
実
現

す
る
た
め
に
弁
護
士
は
全
力

を
尽
く
し
ま
す
。

弁護士といえば裁判、というイメージが強いかもしれません。
しかし時代とともに弁護士が活躍するフィールドは広がっています。

　
例
え
ば
ゲ
ー
ム
会
社
を
想
像
し
て
く
だ

さ
い
。
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を
制
作
す
る
に
は

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
委
託
や
ラ
イ
セ
ン
ス
に

関
す
る
契
約
が
、
ま
た
完
成
し
た
ソ
フ
ト

を
ユ
ー
ザ
ー
が
使
用
す
る
際
に
は
利
用
条

件
に
関
す
る
契
約
が
必
要
で
、
そ
こ
に
は

数
多
く
の
法
律
が
関
係
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
活
躍
す
る
の
が
弁
護
士
で
す
。

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
は
つ
く
れ
な
く
て
も
、
法※上図はあくまで一例であり、実際にはさらに多くのフィールドがあります。

学校や大学で
教育に貢献する

企業で
ビジネスを支える

国・地方公共団体で
社会の仕組みをつくる

国連など
国際機関の一員に

いじめや事故などの問題
を第三者委員として調査・
提言したり、スクールロ
イヤーとして学校に関わ
ることもあります。大学
や法科大学院で講義や研
究をする人もいます。

企業に所属して企業法務
に取り組むインハウスロ
イヤーもたくさんいます。
知的財産を守る、企業の
労働環境を改善するなど、
さまざまな課題に対応し
ています。

国の各省庁で法律案を、
都道府県や市町村の役所
で条例案をつくったり、
チェックしたりします。職
員が仕事上で直面する法
的な疑問へのアドバイス
などもします。

憲法や法律が整っていな
い外国で人権が守られる
制度づくりに携わったり、
国連に派遣されて、世界
の状況の調査をしたり、
人権問題などについて意
見表明をしたりします。

法
律
の
専
門
家
と
し
て

好
き
な
こ
と
に
携
わ
る

裁
判
だ
け
じ
ゃ
な
い
！

広
が
る
活
躍
の
フ
ィ
ー
ル
ド



PROFILE／法科大学院で学び、2015年に弁護士登録。企業の顧問弁護士を務めながら、個人の問題、
例えば借金や不動産賃貸のトラブル、相続、離婚、労働問題など、オールラウンドに弁護士活動を展
開しています。学校に出向き、法教育の出前授業も行っています。

弁護士・長瀬恵利子さんの場合

19人の弁護士が考える自分の使命、仕事と暮ら
しのバランスとは？ 読めば、弁護士の仕事が
もっと身近に感じられるインタビュー記事。

● 「弁護士を知る」

もともと弁護士になろうと思っていた
わけではなく、大学も社会学系の学部

に進学しました。大学生活でいろいろな人と接
する中で、自分は人と接することが好きで、人
の笑顔につながる仕事をしたいという気持ちが
強くなりました。父が司法書士で法律に関わる
仕事を身近に感じていたこともあって、私も法
律を学び、それを生かして困っている人の力に
なりたいと弁護士を志しました。

トラブルの解決方法にはいろいろな形
があり、難しさを感じることも少なく

はありません。でも最初は辛そうだった方が、
最後には笑顔で「先生に頼んでよかった」と言っ
てくださると弁護士になってよかったと強く思
います。中高生向けの出前授業では、恋人への
暴力（デートＤＶ）について話すことがあります。
生徒から「人を傷つけないようにしたい」といっ
た感想をもらえたときは、思いが伝わったと感
じてうれしいです。

弁護士は働きやすい職業です。取り扱
うことができる分野が広く、自分の頑

張り次第で活躍の場を広げられます。女性だと
出産などでのキャリアへの不安もあると思いま
すが、弁護士であれば自分の裁量で働き続けら
れます。実際に女性弁護士は年々増えています。
法教育に関わったり、活動を通じて社会の課題
を改善していくこともできます。「弁護士になり
たい」という気持ちを大切にして、目の前にあ
る課題にしっかりと取り組んでください。それ
は弁護士の仕事でも生かされます。ぜひ頑張っ
てください。

弁護士の仕事がよくわかる! 日本弁護士連合会のウェブサイト
https://www.nichibenren.or.jp/

社会における弁護士の役割、弁護士になるま
での道のり、各種統計資料など、弁護士の仕
事がよくわかる情報が満載です。

〈 突撃インタビュー 〉

弁護士になろうと
思った理由は？

どんな時にやりがいを
感じますか？

これから弁護士を目指す方へ
メッセージをお願いします。

長瀬さんの1日の過ごし方を教
えてください。

提供／日本弁護士連合会　https://www.nichibenren.or.jp/ 取材＆文／西所正道　デザイン／嶋田貴宜　イラスト／後藤ゆうた　撮影／鈴木雅也

● 「もっと知りたい弁護士の世界」

朝10時ごろから仕事を始めることが
多いですが、仕事の内容や場所は日に

よって異なります。裁判のほか、法律事務所
で相談や書類作成などをしますが、自宅で
テレワークをすることもあります。夕方、
仕事を終えたあと、週に一度は教室

に通ってヒップホップダンス
を楽しんでいます。弁護士の
仕事にもオンラインが普及し、
仕事の時間や場所、休みなど
も自分で調整できるので、仕
事とプライベートの両立もし
やすいです。



弁護士が胸につける

弁護士バッジ

社会人

法科大学院 2年間または3年間

最終学年から、司法試験を
受験することができます。

司法試験
5年以内に5回まで受験が可能です。

司法修習 1年間

法科大学院在学中に司法試験に合格した場合は、
法科大学院を修了してから司法修習に進みます。

終了試験

弁護士

予備試験 
合格すると、

司法試験を受験する
ことができます。

大学　文系・理系は問いません。

1 「弁護士による課外授業」（小・中学生向け） 2 「弁護士に会ってみよう!」（主に高校生・大学生向け）

弁護士に会って、いろいろな話を聞いてみよう

弁護士の仕事や裁判の仕組みなどについて、
弁護士から話を聞くことができます。
　 詳しくはこちらから⇒

※個人でのお申し込みは受け付けていません。団体でお申し込みください。

弁護士の仕事や活躍の場などについての話の
ほか、弁護士に質問もできます。
　 詳しくはこちらから⇒

＊こちらでも詳しく紹介しています⇒

弁護士バッジの外側の
「ひまわり」は正義と自由を、

中央の「はかり」は
公正と平等を追い求めることを

表しているよ。


